
教 科 商業 科目 財務会計Ⅱ 

単位数 小学科・学年 教科書 

４単位 情報会計科・３年 新財務会計Ⅱ（実教出版） 

副教材  

学習目標 
財務諸表の作成に関する知識と技術を習得させ、会計責任を果たすことの重要性について理解させるとともに、会計情報を提供

し、活用する能力と態度を育てる。 

 

評 価 の 規 準 ・ 観 点 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

財務会計に関心を持ち、その

知識と技術の習得を目指して

意欲的に取り組むとともに、ビ

ジネスの諸活動を計数的に把

握する実践的な態度を身につ

けているかを評価する。 

いろいろな処理法や記帳法、財務

諸表の作成方法について、なぜ、

そのように行うのかなど自ら思考を

深め、知識と技術を活用して適切に

判断し、表現することができるかを

評価する。 

財務諸表の作成に関する技術を身

につけ、ビジネスの諸活動を計数

的に把握し、的確に処理することが

できるかを評価する。 

財務諸表を作成し利害関係者に会計情

報を提供する知識を身につけ、財務会

計の意義や制度について理解している

かを評価する。 

・ 宿題・授業中の課題等の

提出状況 

・ 授業における態度・意欲 

・小テスト・確認テスト 

・問題集 

・ 授業における態度・意欲 

・ 確認テスト 

・定期試験 

・小テスト・確認テスト 

評価の方法  授業における態度、意欲、出欠状況、課題の提出、確認テスト、定期試験等を上記の４観点に基づいて総合的に評価する。 

 

学 習 の 内 容（特色を含む） 

月  

第１編 総論 財務会計の基本概念と会計基準 

第１章 財務会計の基本概念 

１ 財務報告の目的 

２ 財務諸表の構成要素 

第２章 資産負債アプローチと収益費用アプローチ 

１ 資産負債アプローチと収益費用アプローチの意味 

２ 資産負債アプローチ・収益費用アプローチと利益計算 

第３章 会計基準の国際的統合 

１ わが国の会計基準 

２ 会計基準の国際的統合 

第２編 各論（１） 財務会計の実際 

第４章 資産会計 

１ 資産の評価基準 

２ 資産の評価方法 

３ 減損の会計処理 

中間考査 

第５章 負債会計 

１ 負債の意味と評価 

２ 社債の期末評価と償還 

３ 退職給付引当金 

第６章 純資産会計 

期末考査 

１ 純資産の意味と分類 

２ 新株予約権 

３ 分配可能額の計算 

月  

課題考査 

第７章 リース会計 

１ リース取引の意味と分類 

２ ファイナンス・リース取引の会計処理 

３ オペレーティング・リース取引の会計処理 

第５編 財務諸表の活用 

第１４章 財務諸表の活用 

１ 企業グループの現状把握 

２ 株価の判断材料 

第６編 監査と職業会計人 

第１５章 監査と職業会計人 

１ 二つの法律と監査のしくみ 

２ 監査のプロセスと監査手続 

３ 監査意見と監査報告書 

中間考査 

第８章 税効果会計 

１ 利益と課税所得 

２ 税効果会計の意味 

３ 一時差異と繰延税金資産・負債 

期末考査 

第３編 各論（２） 企業活動の展開と財務会計 

第９章 外貨換算会計 

１ 外貨建取引の意義 

２ 為替換算と為替差損益 

学年末考査 
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担当者からのメッセージ及び特色 

１ 授業 

  財務会計Ⅰで学習したことを、さらに専門的に学習していきます。会計監査や職業会計人の職務に関する内容を学習します。 

２ 家庭では 

  学習内容がより専門的になります。復習のために、宿題は必ず行う習慣をつけてください。 

３ 補習 

  試験前には合格できる力がつくまで行います。 

４ その他 

  「全商会計実務検定」合格を目指します。 

 


